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た
な
雇
用
が
生
ま
れ
、
地
域
の
活
力
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
今
一
度
、
森
林
の
状
況
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
間
伐
の
積
極
的
な

取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

間
伐
に
関
す
る
支
援
策
な
ど
詳
し
く

は
、
最
寄
り
の
森
林
組
合
、
市
町
村
、

県
民
局
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
治
山
課
造
林
班
）

　

間
伐
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
第
８
期

計
画
と
な
る
「
お
か
や
ま
の
森
づ
く
り

間
伐
推
進
５
カ
年
計
画
」
が
、
今
年
度

か
ら
新
た
に
始
ま
る
こ
と
を
、
前
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
そ

の
内
容
等
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５
年
間
で
２
７
，
０
０
０
㌶
の
間
伐

　

第
８
期
の
計
画
期
間
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
の
５
カ
年
間
で
す
。

計
画
策
定
に
先
立
ち
、
無
作
為
に
抽
出

し
た
、
県
内
約
５
０
０
箇
所
（
２
１
６

㌶
）
の
森
林
に
つ
い
て
林
況
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
表
土
の
流
出
が
見
ら
れ
る

な
ど
緊
急
に
間
伐
が
必
要
な
森
林
が
、

面
積
比
で
約
３
割
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
間
伐
を
必
要
と
す
る

４
～
９
齢
級
の
面
積
約
８
５
，
０
０
０

㌶
の
う
ち
、
約
３
割
に
当
た
る
２
７
，

０
０
０
㌶
を
計
画
量
と
定
め
、
単
年
度

計
画
量
を
５
，
４
０
０
㌶
と
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

充
実
し
て
き
た
森
林
資
源

　

間
伐
の
推
進
は
、
昭
和
56
年
度
か
ら

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
年
月

を
経
る
ご
と
に
、
人
工
林
は
着
実
に
成

長
し
、
齢
級
構
成
（
面
積
）
の
ピ
ー
ク

は
９
齢
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
適
正
に
整
備
さ
れ
た
人
工
林

の
蓄
積
は
年
々
充
実
し
、
下
の
表
と
グ

ラ
フ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
10
齢
級
以
上

の
主
伐
可
能
な
材
積
は
昭
和
56
年
度
当

時
約
２
０
０
万
㎥
で
あ
っ
た
も
の
が
、

現
在
は
、
約
２
，
１
０
０
万
㎥
と
、
10

倍
ほ
ど
に
充
実
し
、
６
期
計
画
と
比
べ

て
も
倍
増
し
て
い
ま
す
。

　
各
種
補
助
事
業
の
有
効
活
用

　

計
画
達
成
に
向
け
て
は
、
①
造
林
事

業
（
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業
）、

②
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業
、

③
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
事
業
を

三
本
の
柱
に
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

造
林
補
助
事
業
で
は
、
国
の
制
度
改

正
で
従
来
の
単
位
面
積
当
た
り
の
補
助

金
算
定
か
ら
、
木
材
利
用
の
促
進
、
原

木
の
安
定
供
給
を
図
る
べ
く
、
搬
出
材

積
に
応
じ
た
補
助
金
算
定
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
昨
年
度
ま
で
補
助
区
分

の
上
限
材
積
を
70
㎥
以
上
／
㌶
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
間
伐
材
の
よ
り
積
極
的

な
有
効
活
用
等
を
促
進
す
る
た
め
、
補

助
区
分
の
上
限
を
90
㎥
以
上
／
㌶
ま
で

引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

間
伐
で
地
域
の
活
力
向
上

　

間
伐
を
行
う
こ
と
で
、
森
林
を
健
全

に
保
ち
な
が
ら
、
搬
出
し
た
間
伐
材
を

木
材
や
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
積
極
活
用

し
て
い
け
ば
、
林
家
の
収
入
増
に
つ
な

が
り
、
持
続
的
な
林
業
が
可
能
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
搬
出
や
加
工
・
流
通
な
ど
新

お
か
や
ま
の
森
づ
く
り

間
伐
推
進
５
カ
年
計
画
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スギ・ヒノキ人工林の齢級別材積の状況
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一　
は
じ
め
に

　

奈
義
町
森
林
組
合
は
、
昭
和
36
年
３

月
に
設
立
さ
れ
、
県
北
部
の
奈
義
町
を

事
業
区
域
と
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
数

は
約
１
，
１
０
０
人
で
造
林
補
助
事
業

な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、
搬
出
間

伐
・
作
業
路
の
整
備
を
進
め
「
健
全
な

山
づ
く
り
」
と
「
優
良
材
の
生
産
」
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
発
足
後
間
も
な
い
、
昭

和
47
年
に
株
式
会
社
奈
義
森
林
建
築
セ

ン
タ
ー
（
以
後
、
奈
義
森
林
セ
ン
タ
ー
）

を
設
立
し
、
民
有
林
の
造
林
・
保
育
か

ら
加
工
に
至
る
一
貫
し
た
国
産
材
の
低

コ
ス
ト
供

給
シ
ス
テ

ム
を
確
立

し
、
産
直

方
式
に
よ

る
伝
統
木

造
住
宅
の

建
設
を
さ

れ
て
い
ま

す
。
現
在

の
取
組
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
福
田
組

合
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

特
集
【
が
ん
ば
る
森
林
組
合
⑪
】

奈
義
町
森
林
組
合
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　

勝
英
普
及
指
導

二　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

― 

現
在
の
事
業
活
動
の
状
況
は
？

　

森
林
整
備
事
業
で
は
、
平
成
16
年
の

台
風
23
号
に
よ
る
災
害
復
旧
跡
地
造
林

（
民
有
林
）
約
２
６
０
㌶
の
下
刈
が
概
ね

終
了
し
、
今
後
は
適
正
な
保
育
管
理
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
被
害
を
免
れ
た
林
分
の

大
半
が
利
用
可
能
な
樹
齢
に
達
し
て
お

り
、
各
種
補
助
事
業
を
活
用
し
て
搬
出

間
伐
の
推
進
に
努
め
た
と
こ
ろ
、
平
成

21
年
度
に
は
年
間
素
材
取
扱
量
１
，

１
５
７
立
方
㍍
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平

成
24
年
度
末
に
は
４
，
１
５
７
立
方
㍍

と
大
幅
に
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
森
林
整
備
以
外
で
は
、
15
年

ぐ
ら
い
前
か
ら
電
線
の
支
障
と
な
る
樹

木
の
伐
採
作
業
を
請
け
負
っ
て
お
り
、

地
元
の
勝
田
郡
は
も
と
よ
り
真
庭
市
内

の
南
部
ま
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
奈
義
町
周
辺
の
住
民
か

ら
、
民
家
や
納
屋
の
周
辺
に
植
え
ら
れ

て
い
る
「
こ
せ
木
」
と
呼
ば
れ
る
防
風

林
や
墓
地

の
周
り
の

樹
木
の
伐

採
依
頼
が

急
増
し
比

較
的
軽
微

な
伐
採
か

ら
高
度
な

技
術
を
必

要
と
す
る
危
険
木
・
支
障
木
の
伐
採
作

業
ま
で
森
林
組
合
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

建
築
部
門
の
奈
義
森
林
セ
ン
タ
ー

は
、
安
全
・
安
心
な
地
域
材
・
無
垢

材
を
使
用
し
伝
統
的
な
在
来
工
法
に
よ

る
木
造
住
宅
を
建
築
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
町
内
に
あ
る
宗
教
法
人
随
泉
寺
の

客
殿
新
築
工
事
（
３
社
の
共
同
企
業
体
）

の
木
工
事
の
部
分
を
当
セ
ン
タ
ー
が
請

け
負
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
客
殿
の
新

築
工
事
に
使
用
す
る
木
材
量
が
２
３
３

立
方
㍍
必

要
で
あ
っ

た
こ
と
か

ら
、
原
木

の
調
達
に

は
約
６
ヶ

月
の
期
間

を
費
や
し

ま
し
た
。

三　
今
後
の
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
？

　

平
成
24
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

森
林
経
営
計
画
は
、
年
度
末
時
点
で
約

３
２
０
㌶
の
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
町
内
の
民
有
林
全
域
を
カ

バ
ー
で
き
る
計
画
の
策
定
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
計
画
に
基

づ
き
、
集
約
化
施
業
を
行
い
路
網
の
整

備
や
搬
出
間
伐
を
中
心
と
し
た
施
業
を

積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
復
旧
跡
地
造
林
の
箇
所

に
つ
い
て
は
、
３
年
後
に
は
除
伐
・
枝

打
ち
の
対
象
齢
級
と
な
る
の
で
、
各
種

補
助
事
業
を
活
用
し
、
森
林
所
有
者
の

負
担
軽
減
を
図
り
つ
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こせ木の伐採パンフレット

客殿新築工事の状況
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「おかやま森づくり県民税」事業の取組状況について
　県では、県民共有の財産である森林を健全な姿で次の世代に引き継いでいくため、県民の皆様のご理解と
ご協力の下、平成16年度から｢おかやま森づくり県民税｣を導入し、森林の保全を一層推進するための各種施
策を実施しています。
　平成24年度には、約５億９千２百万円の税を活用し、①公益的機能を高める森づくり、②担い手の確保と
木材の利用促進、③各種情報の提供と森づくり活動の推進、の３つの柱に従って、事業を実施しましたの
で、その実績をご紹介します。

森林の持つ公益的機能を高める森づくり（433,003千円）
１　健全な人工林の整備（329,941千円）
　 　健全で活力ある森林を育成するため、間伐の実施、作業道の開設、間伐材の搬出などの支

援を行いました。
　　・奥地林等の間伐 2,933ha
　　・森づくり作業道の開設、補修 51,083ｍ
　　・スギ間伐材の搬出 10,157�
２　多様な森づくり（85,965千円）
　 　荒廃した里山林、松くい虫被害林等の再生、地域の実情・課題に対応した森林保全の取組

を支援しました。
　　・松くい虫被害林の再生
　　　　被害林の整理 144ha
　　　　 被害木・危険木の除去等 4,331�
　　・ナラ枯れ被害拡大防止（広葉樹利用促進） 986�
　　・市町村提案型森づくり事業 10市町村 16件
　　　（松くい虫被害対策、市民参加による森づくり活動等）

担い手の確保と木材の利用促進（133,477千円）
１　林業労働者の就労条件の整備、若い担い手の育成（40,287千円）
　 　森林の整備を適正かつ持続的に推進するため、林業に必要な知識や技能を有する人材を育

成しました。
　　・新規就業者の現場研修等の支援 12人
　　・安全作業装備等の導入支援 344人
２　木材の利用促進（93,190千円）
　 　森林の適正な整備や地球温暖化防止に貢献するため、県産材や木質バイオマスの幅広い利

活用を促進しました。
　　・公共施設、教育・社会福祉施設等への県産材利用 36 件（78�）
　　・小学校への学習机・椅子の導入 18校 416 組（10�）
　　・未利用木質系バイオマスの利活用研究・開発を支援 11件
　　・高校生提案によるＵＤに配慮した学校の居室整備 1校（8�）

森林・林業に関する各種情報の提供と森づくり活動の推進（25,970千円）
１　県民への情報提供等（4,570千円）
　 　森林の働きや林業の役割、おかやま森づくり県民税を活用した取組などについて、県民に

情報を発信しました。
　　・森林・林業を考えるシンポジウムの開催 2回
　　・新聞による広報 3回
　　・街頭での広報活動 21回
　　・地域で開催されるイベントでのＰＲ 9回
２　森づくりのための人材養成、県民の直接参加による森づくり（21,400千円）
　 　森林ボランティアグループ等の自主的な取組を促進するため、森づくりサポートセンター

の活動や指導者の養成、企業等による森づくり活動への支援を行いました。
　　・森づくりサポートセンターの設立支援 1団体
　　・植樹、保育のつどい等の開催支援 88回 のべ3,254人
　　・森づくり指導者の養成 のべ50人
　　・企業と市町村との森林保全協定の締結 1企業
　　・二酸化炭素森林吸収評価認証書の交付 5企業･団体

県民税充当額合計　592,449千円

間伐作業

新規就業者の現場研修

街頭でのPR活動

松くい虫被害木の処理

県産材製の机・椅子

保育のつどい
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県民税充当額合計 592,449千円

新規就業者の現場研修

保育のつどい

街頭でのＰＲ活動

松くい虫被害木の処理

間伐作業

県産材製の机・椅子
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「おかやま森づくり県民税」事業の取組状況について

県では、県民共有の財産である森林を健全な姿で次の世代に引き継いでいくため、県民の皆様
のご理解とご協力の下、平成16年度から｢おかやま森づくり県民税｣を導入し、森林の保全を一層
推進するための各種施策を実施しています。

平成24年度には、約５億９千２百万円の税を活用し、①公益的機能を高める森づくり、②担い
手の確保と木材の利用促進、③各種情報の提供と森づくり活動の推進、の３つの柱に従って、事
業を実施しましたので、その実績をご紹介します。

森林の持つ公益的機能を高める森づくり（433,003千円）

１ 健全な人工林の整備（329,941千円）
健全で活力ある森林を育成するため、間伐の実施、作業道の開設、

間伐材の搬出などの支援を行いました。
・奥地林等の間伐 2,933 ha
・森づくり作業道の開設、補修 51,083 ｍ
・スギ間伐材の搬出 10,157 ㎥

２ 多様な森づくり（85,965千円）
荒廃した里山林、松くい虫被害林等の再生、地域の実情・課題に

対応した森林保全の取組を支援しました。
・松くい虫被害林の再生

被害林の整理 144 ha
被害木・危険木の除去等 4,331 ㎥

・ナラ枯れ被害拡大防止（広葉樹利用促進） 986 ㎥
10市町村 16 件・市町村提案型森づくり事業

（松くい虫被害対策、市民参加による森づくり活動等）

担い手の確保と木材の利用促進 133,477千円）（

１ 林業労働者の就労条件の整備、若い担い手の育成（40,287千円）
森林の整備を適正かつ持続的に推進するため、林業に必要な知識

や技能を有する人材を育成しました。
・新規就業者の現場研修等の支援 12 人
・安全作業装備等の導入支援 344 人

２ 木材の利用促進（93,190千円）
森林の適正な整備や地球温暖化防止に貢献するため、県産材や

木質バイオマスの幅広い利活用を促進しました。
・公共施設、教育・社会福祉施設等への県産材利用 36 件(78m )３

・小学校への学習机・椅子の導入 18校 416 組(10m )３

・未利用木質系ﾊﾞｲｵﾏｽの利活用研究・開発を支援 11 件
・高校生提案によるＵＤに配慮した学校の居室整備 1 校( 8m )３

森林・林業に関する各種情報の提供と森づくり活動の推進（25,970千円）

１ 県民への情報提供等（4,570千円）
森林の働きや林業の役割、おかやま森づくり県民税を活用した

取組などについて、県民に情報を発信しました。
・森林・林業を考えるシンポジウムの開催 2 回
・新聞による広報 3 回
・街頭での広報活動 21 回
・地域で開催されるイベントでのＰＲ 9 回

２ 森づくりのための人材養成、県民の直接参加による森づくり（21,400千円）
森林ボランティアグループ等の自主的な取組を促進するため、

森づくりサポートセンターの活動や指導者の養成、企業等による
森づくり活動への支援を行いました。

・森づくりサポートセンターの設立支援 1 団体
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（千円）

495,923

【森林機能強化事業】 （治山課） 130,430
　　国庫補助の対象とならない地域の間伐等保育や作業道開設等に要する経費の助成

【搬出促進事業】  （治山課） 9,600
　　山土場から市場へのスギ間伐材搬出経費の助成

【ＣＯ２吸収源対策緊急間伐事業】　（治山課） 138,000
　　経営を放棄している森林所有者に代わって行う間伐経費の助成

【造林補助事業（間伐促進）】　（治山課） 87,963
　　造林補助事業（国庫補助）と連携した効率的な間伐の実施

【自然力を活かした森林再生事業】　（林政課） 99,930
　　里山林の不要木や荒廃竹林、倒木の危険性のある松くい虫被害木の伐倒・整理、

　　除去等を行い、自然力を活かした森林の早期再生を図る。

　　また、ナラ枯れ被害の拡大防止のため、未利用の広葉樹の伐採・利用を促進

【市町村提案型森づくり事業】　（林政課） 30,000
　　市町村等の提案による地域の多様な森づくりへの支援

174,013

【ニューフォレスター育成支援事業】　(林政課） 21,318
　　林業事業体が実施する新規就業者の職場内研修経費、専門的知識及び

　　技能習得経費、就労改善経費の一部を助成

【ニューフォレスター創造事業】　(林政課） 29,892
　　技術習得のための、森林利用施設での実践活動機会を提供

【林業労働安全・安心推進事業 】　(林政課） 4,392
　　安全衛生指導員による巡回指導等や、安全作業のための装備等導入を支援

【おかやまの木でつくる快適環境整備促進事業】 　（林政課） 62,500
　　公共建築物等への県産材による内外装等の整備や小学校への県産材製机・

　　椅子の導入、地域住民によるまちづくりへの県産材利用に対する助成

【公共建築物等木材利用促進事業】　（林政課） 5,440
　　木材・建築事業者が連携した公共建築物等での県産材利用課題検討を支援、

　　公共建築物の木造化計画作成を支援、木造建築や県産木製品等の利用をＰＲ

【県産ヒノキ販路拡大等推進事業】　（林政課） 15,471
　　国内外の展示会への出展、県産材サポーターの養成等により、品質・性能

　　に優れた製材品の販路を拡大

【バイオマスイノベーション推進事業】　（新エネルギー推進室） 25,000

平成２５年度 「おかやま森づくり県民税」事業の概要
〔施策の推進方向〕 〔 事 業 名 ・ 事 業 内 容 〕 〔H２５当初予算〕

Ⅰ  森林の持つ公益的機能
を高める森づくり

健全な人工林の整備

多様な森づくり

Ⅱ  担い手の確保と木材の
利用促進

林業労働者の就労条
件の整備
若い担い手の育成

木材の利用促進

【 イオ イ ション推進事業】 （新 ネルギ 推進室） 25,000
　　未利用間伐材等の木質バイオマスから新素材や新製品の開発を進める

【高校生「県産材活用」UD整備事業】　（教育庁・財務課） 10,000
　　生徒自らの企画による県産材を活用しＵＤを取り入れた施設の整備

24,695

【おかやま森づくり情報発信事業】　（林政課） 5,997
　　森林・林業の現状や課題、森づくり県民税の使途等についての広報活動

　　市町村等地域単位での森林・林業に関する普及啓発活動

【みどりの大会開催事業】　（自然環境課） 2,000
　　県下のみどりの少年隊の交流大会の実施

【県民が育て楽しむ森づくり推進事業】　（林政課） 16,698
　　フォレストスクールの開催、おかやま森づくりサポートセンターへの支援、

　　企業との協働の森づくりの実施などにより、県民が育て楽しむ森づくりを推進

合計 694,631千円

Ⅲ  森林・林業情報の提供と
森づくり活動の推進

県民への情報提供等

森づくりのための
人材養成

県民参加による
森づくり

　平成25年度には約６億９千５百万円の税を活用し、上記のとおり各種の森林保全事業に取り組むこととし
ています。
　なお、本年度は、「森林の保全に係る県民税の特例に関する条例」で定める課税期間の最終年度となるこ
とから、これまでの各事業の効果の検証や制度の見直しについて、有識者からなる「岡山県税制懇話会」で
検討いただいているところです。
　皆さんもこの機会に、森林の大切さや林業の役割、木材の良さについて考えていただくとともに、今後と
も「おかやま森づくり県民税」へのご理解とご協力をよろしくお願いたします。

（林政課普及指導班）
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喜
ん
で
い

ま
し
た
」「
ペ
ン
立
て
は
机
の
上
で
使
っ

て
い
ま
す
」「
低
学
年
が
座
っ
て
暖
か
い

と
言
っ
て
ま
し
た
」「
貴
重
な
体
験
で
し

た
」

（
三
）
イ
ベ
ン
ト
で
の
木
育
活
動

　

岡
山
駅
前
や
岡
山
ド
ー
ム
で
の
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
、
一
般
の
方
々
を
対
象
に

木
製
の
鉛
筆
立
て
や
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。
来
訪
者
は
通
行
人

が
多
く
、
駅
前
で
は
人
の
目
を
惹
く
ブ
ー

ス
の
様
相
で
し
た
が
、「
ヒ
ノ
キ
の
香
り

が
良
い
」「
色
が
キ
レ
イ
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
。

三　
お
わ
り
に

　

今
回
の
取
組
は
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
（
皮
剥
ぎ
間
伐
材
の
調
達
、
指

導
補
助
）・
市
町
（
対
象
校
の
選
定
、
指

森
林
林
業
ミ
ニ
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

木
製
ベ
ン
チ
は
、
丸
棒
加
工
材
（
ヒ
ノ

キ
製
。
キ
ッ
ト
化
さ
れ
た
も
の
）
を
ソ

ケ
ッ
ト
レ
ン
チ
を
使
い
、
ボ
ル
ト
等
で

固
定
し
な
が
ら
組
み
立
て
ま
し
た
。
鉛

筆
立
て
は
、
皮
を
剥
い
だ
ヒ
ノ
キ
間
伐

材
又
は
ヒ
ノ
キ
３
寸
角
材
を
10
㎝
ほ
ど

に
切
っ
た
も
の
に
、
電
動
ド
リ
ル
で
数

個
穴
を
開
け
、
木
育
ロ
ゴ
ス
タ
ン
プ
を

押
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
ミ
ニ
講
座

で
は
、
生
活
と
木
材
の
関
わ
り
や
森
林

の
働
き
な
ど
を
説
明
し
て
、
森
林
の
大

切
さ
や
木
づ
か
い
の
意
味
な
ど
を
知
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
二
）
児
童
の
反
応

　

後
日
届
い
た
岡
山
市
立
御
休
小
学
校

６
年
生
の
感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
年
輪
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
」「
す
ご

く
良
い
に
お
い
で
し
た
」「
や
っ
て
い
く

う
ち
に
楽
し
く
な
っ
て
完
成
し
た
と
き

一　
は
じ
め
に

　

県
人
口
の
４
割
が
集
中
す
る
岡
山
普

及
指
導
区
で
は
、
県
産
材
の
需
要
拡
大

が
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
機
会
を

捉
え
て
木
材
の
利
用
拡
大
を
普
及
啓
発

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
昨
年
・
一
昨
年

に
実
施
し
た
地
域
材
利
用
普
及
啓
発
事

業
（
地
方
振
興
事
業
調
整
費
）
の
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。

二　
概
要

　

木
材
に
対
す
る
親
し
み
や
木
の
文
化

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

材
料
と
し
て
の
木
材
の
良
さ
や
そ
の
利

用
の
意
義
を
学
ぶ
事
を
目
的
と
し
て
、

小
学
校
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
イ
ベ

ン
ト
会
場
な
ど
で
「
見
て
・
触
れ
て
・

み
ん
な
で
木
づ
か
い
」
を
テ
ー
マ
に
、

木
育
出
前
講
座
等
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
回
数　

15
回

　

参
加
者
数　

１
２
６
６
人

（
一
）
木
育
出
前
講
座

　

小
学
校
や
地
域
を
訪
問
し
、
木
製
の

ベ
ン
チ
や
鉛
筆
立
て
づ
く
り
を
行
い
、

 
普
及
情
報

　
『
見
て
・
触
れ
て
・

　
　
　
　
み
ん
な
で
木
づ
か
い
』

岡
山
普
及
指
導
区

導
補
助
）・
県
（
企
画
、
指
導
等
）
と
の

協
働
に
よ
り
、
実
施
し
た
も
の
で
す
。

参
加
し
た
児
童
や
一
般
の
方
々
に
は
、

木
材
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
森
林
と
の
関

わ
り
を
学
ぶ
よ
い
機
会
と
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
一
方
で
、
木
材
に
触
れ
る
機
会

が
少
な
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し

ま
し
た
。

　

今
回
、
市
町
担
当
職
員
や
教
員
の
方
々

が
、
協
働
で
木
育
指
導
を
体
験
し
た
こ

と
が
、
今
後
の
公
共
建
築
物
等
へ
の
木

材
利
用
拡
大
に
繋
が
る
契
機
に
な
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
当
普
及
指
導

区
で
は
、
木
材
利
用
は
川
下
で
あ
る
消

費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
が
重
要
と
考
え
、
今
年

も
新
た
な
企
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員　

荒
木
彰
宏
）

組合せや穴の位置を考えて協力作業

ヒノキ角材を観察

岡山駅前イベントでの木育活動
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す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
捕
獲
等
の
対
策

を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被

害
が
収
ま
ら
な
い
地
域
で
は
、
重
大
な

問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
回
答
者
の
把

握
し
て
い
る
範
囲
内
の
回
答
で
す
か
ら
、

特
に
今
回
の
よ
う
な
被
害
状
況
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
者
の
主
観
、

感
情
が
多
分
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
客
観
的
な
デ
ー

タ
と
し
て
自
然
環
境
課
が
狩
猟
者
を
対

象
に
調
査
し
て
い
る
出
猟
時
に
お
け
る

目
撃
効
率（
図
５
）と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

目
撃
箇
所
が
近
似
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

市
町
村
の
回
答
は
シ
カ
の
情
報
を
得
る

上
で
重
要
な
情
報
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

が
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
生
息
状
況
と
と
も
に
防
除
技

術
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
で
き
る
よ
う

研
究
し
て
い
ま
す
。

村
で
シ
カ
の
生
息
情
報
を
把
握
さ
れ
て

い
ま
し
た
（
図
２
）。
農
業
被
害
に
つ
い

て
は
、
県
東
部
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
県
西
部
で
は
把
握
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
（
図
３
）。
一
方
、
林
業
に

お
け
る
被
害
に
つ
い
て
は
、
県
北
東
部

の
み
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
（
図
４
）。

　

被
害
が
前
年
度
よ
り
も
増
え
た
と
回

答
し
た
市
町
村
は
、
勝
英
地
域
及
び
被

害
発
生
地
域
の
西
側
と
な
っ
て
お
り
、

被
害
が
東
部
か
ら
西
部
に
徐
々
に
拡
大

し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま

シ
カ
の
被
害
は
県
全
体
と
し
て
は
そ
れ

ほ
ど
重
大
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た

め
、
林
業
被
害
と
い
う
よ
り
も
喫
緊
の

問
題
と
し
て
農
業
被
害
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
16
年
に
発
生
し
た

台
風
に
よ
る
風
倒
被
害
に
よ
っ
て
認
識

に
変
化
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
被

害
地
に
植
樹
さ
れ
た
苗
木
が
、
シ
カ
の

食
害
に
よ
り
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
以

前
か
ら
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
工
林
に

お
け
る
皮
剥
被
害
も
問
題
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
当
研
究
所
で
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
シ
カ
の
生
息
状
況
を

把
握
す
る
と
と
も
に
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

シ
カ
の
生
息
及
び
被
害
の
状
況
に
つ

い
て
市
町
村
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
県
南
西
部
以
外
の
21
市
町

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
と
い
え
ば
、

こ
れ
ま
で
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
の
農
業
被

害
、
カ
ワ
ウ
の
水
産
物
被
害
な
ど
が
中

心
で
し
た
。
近
年
で
は
シ
カ
の
林
業
被

害
も
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
実
は

シ
カ
に
よ
る
被
害
の
う
ち
、
以
前
か
ら

林
業
被
害
が
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
し

た
（
図
１
）。

　

し
か
し
、
被
害
が
県
東
部
に
限
定
さ

れ
て
い
る
、
新
植
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

か
っ
た
、
成
木
へ
の
皮
剥
は
あ
る
が
、

枯
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
等
か
ら
、

研
究
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
シ
カ
の
被
害
を
考
え
る

　
森
林
研
究
所
　
林
業
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
研
究
員
　
三
枝
　
道
生
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シ
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の
農
業
被

害
、
カ
ワ
ウ
の
水
産
物
被
害
な
ど
が
中

心
で
し
た
。
近
年
で
は
シ
カ
の
林
業
被

害
も
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
実
は

シ
カ
に
よ
る
被
害
の
う
ち
、
以
前
か
ら

林
業
被
害
が
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
し

た
（
図
１

。
）

し
か
し
、
被
害
が
県
東
部
に
限
定
さ

れ
て
い
る
、
新
植
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

か
っ
た
、
成
木
へ
の
皮
剥
は
あ
る
が
、

枯
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
等
か
ら
、

 

図１ シカによる被害（自然環境課調べ）

シ
カ
の
被
害
は
県
全
体
と
し
て
は
そ
れ

ほ
ど
重
大
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た

め
、
林
業
被
害
と
い
う
よ
り
も
喫
緊
の

問
題
と
し
て
農
業
被
害
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
平
成

年
に
発
生
し
た

16

台
風
に
よ
る
風
倒
被
害
に
よ
っ
て
認
識

に
変
化
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
被

害
地
に
植
樹
さ
れ
た
苗
木
が
、
シ
カ
の

食
害
に
よ
り
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
以

前
か
ら
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
工
林
に

お
け
る
皮
剥
被
害
も
問
題
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
当
研
究
所
で
は
、

平
成

年
度
か
ら
シ
カ
の
生
息
状
況
を

23

把
握
す
る
と
と
も
に
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

シ
カ
の
生
息
及
び
被
害
の
状
況
に
つ

い
て
市
町
村
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
県
南
西
部
以
外
の

市
町

21
図２ 生息状況

村
で
シ
カ
の
生
息
情
報
を
把
握
さ
れ
て

い
ま
し
た
（
図
２

。
農
業
被
害
に
つ
い

）

て
は
、
県
東
部
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
県
西
部
で
は
把
握
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
（
図
３

。
一
方
、
林
業
に

）

お
け
る
被
害
に
つ
い
て
は
、
県
北
東
部

の
み
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
（
図
４

。
）

被
害
が
前
年
度
よ
り
も
増
え
た
と
回

答
し
た
市
町
村
は
、
勝
英
地
域
及
び
被

害
発
生
地
域
の
西
側
と
な
っ
て
お
り
、

被
害
が
東
部
か
ら
西
部
に
徐
々
に
拡
大

し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま 図４ 林業被害状況 図３ 農業被害状況

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
捕
獲
等
の
対
策

を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被

害
が
収
ま
ら
な
い
地
域
で
は
、
重
大
な

問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
回
答
者
の
把

、

握
し
て
い
る
範
囲
内
の
回
答
で
す
か
ら

特
に
今
回
の
よ
う
な
被
害
状
況
に
関
す

、

、

る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

回
答
者
の
主
観

感
情
が
多
分
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
客
観
的
な
デ

ー
タ
と
し
て
自
然
環
境
課
が
狩
猟
者
を

対
象
に
調
査
し
て
い
る
出
猟
時
に
お
け

る
目
撃
効
率
（
図
５
）
と
比
較
し
た
と

こ
ろ
、
目
撃
箇
所
が
近
似
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
市
町
村
の
回
答
は
シ
カ
の
情

報
を
得
る
上
で
重
要
な
情
報
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
生
息
状
況
と
と
も
に
防
除
技

術
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
で
き
る
よ
う

研
究
し
て
い
ま
す
。

図５ 出猟時における目撃効率
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の
蜜
を
出
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
一
度
の
伐
採
が
も
た
ら
す
蜂
蜜
の
損

害
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
林
野
庁
か
ら
昭
和
57
年
新

し
い
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。「
蜜
源

確
保
の
た
め
の
国
有
林
の
活
用
に
つ
い

て
」
と
い
う
通
達
で
す
。
こ
れ
は
、
養

蜂
家
が
国
有
林
の
一
部
を
買
い
取
る
か
、

あ
る
い
は
一
定
期
間
借
り
、
蜜
源
樹
木

を
植
え
て
も
良
い
と
い
う
内
容
で
し
た

が
、
こ
の
提
案
は
養
蜂
家
に
は
歓
迎
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
ま
で
し
て
採

算
が
と
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
出

た
か
ら
で
す
。

　

養
蜂
家
た
ち
が
自
ら
の
運
動
に
自
信

が
持
て
な
く
な
っ
て
い
た
平
成
元
年
に
、

画
期
的
な
道
が
開
か
れ
ま
す
。
林
野
庁

よ
り
「
営
林
署
管
内
図
に
蜜
源
保
存
地

帯
を
記
入
し
、
こ
れ
を
関
係
当
局
に
提

出
し
、
行
政
指
導
を
も
っ
て
林
務
関
係

者
に
徹
底
さ
せ
る
よ
う
に
」
と
い
う
合

意
が
な
さ
れ
た
の
で
す
。
養
蜂
家
た
ち

は
、
ど
こ
に
蜂
を
何
群
置
い
て
、
ど
の

地
帯
を
残
し
て
ほ
し
い
の
か
を
営
林
署

管
内
図
に
具
体
的
に
示
し
た
の
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
平
成
３
年
よ
り
営
林
局

や
営
林
署
で
蜜
源
保
存
に
活
か
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
養
蜂
家
の

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
が
続
き
時
期
を

逸
し
た
感
が
あ
り
、
現
在
で
は
国
産
蜂

蜜
源
に
な
る
植
物
の
宝
庫
で
し
た
。
九

州
か
ら
近
畿
は
、
れ
ん
げ
、
菜
の
花
、

み
か
ん
等
、
中
部
か
ら
東
北
に
か
け
て

は
、
ト
チ
、
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
が
豊
富
に

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
30
年
以
降
、
国
内
建

築
用
材
と
し
て
の
木
材
の
需
要
が
急
増

し
た
た
め
、
昭
和
39
年
に
林
業
基
本
法

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
林
業
生
産
の
拡
大
化
に

乗
り
出
し
た
政
府
は
、
国
有
林
を
増
伐

し
、
新
た
な
林
地
に
杉
・
桧
な
ど
の
針

葉
樹
の
植
栽
す
る
事
を
奨
励
し
た
た
め
、

自
生
す
る
ト
チ
・
ク
リ
・
シ
ナ
ノ
キ
な

ど
の
大
切
な
蜜
源
が
多
く
失
わ
れ
ま
し

た
。

　

樹
木
は
草
生
の
植
物
と
違
い
、
１
本

で
も
豊
富
に
蜜
が
採
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

樹
齢
１
０
０
年
以
上
の
ト
チ
の
木
１
本

で
、
１
日
１
斗
（
蜂
蜜
の
場
合
24
㎏
）

れんげの花にきたミツバチ

　

小
職
は
、
地
元
の
金
融
機
関
に
勤
務

す
る
養
蜂
家
で
す
。
蜂
は
、
人
間
の
社

会
と
同
じ
、
社
会
性
の
動
物
と
言
わ
れ
、

一
匹
で
は
生
き
て
行
く
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
一
匹
の
女
王
蜂
と
２
～
３
万
匹

の
働
き
蜂
が
一
つ
の
コ
ロ
ニ
ー
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
養
蜂
家
の
置
か
れ
て
い

る
立
場
は
、
全
国
的
な
蜜
源
植
物
の
減

少
と
養
蜂
家
の
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者

不
足
に
よ
り
と
て
も
仕
事
の
出
来
る
良

い
環
境
と
は
言
い
づ
ら
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
山
の
荒
廃
を
み
て
嘆
い
て
い
る

の
は
、
林
業
に
携
わ
る
方
々
ば
か
り
で

な
く
、
養
蜂
家
も
同
じ
で
す
。
是
非
、

読
者
の
皆
様
に
養
蜂
の
現
況
と
時
代
の

変
遷
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
林
業
と
養
蜂
の
歴

史
は
、
と
て
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　

か
つ
て
、
南
北
に
長
い
日
本
列
島
は
、

蜜
は
幻
の
商
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
皆
さ
ん
が
一
度
は
口
に
し
た

こ
と
が
あ
る
、
国
産
れ
ん
げ
蜂
蜜
に
お

い
て
は
、
外
国
か
ら
入
っ
て
き
た
タ
コ

ゾ
ウ
虫
が
れ
ん
げ
の
茎
を
食
べ
る
為
、

花
は
咲
く
が
蜜
が
全
く
採
れ
な
い
状
態

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
で
は
、
国

産
れ
ん
げ
蜂
蜜
は
、
幻
の
蜂
蜜
の
代
表

格
と
な
っ
て
お
り
、
１
斗
缶
で
５
万
円

と
も
10
万
円
と
も
、
そ
れ
以
上
と
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
で
は
、
値
段
が

あ
っ
て
無
い
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

養
蜂
の
根
幹
は
蜜
源
で
す
。
蜜
源
の

な
い
所
に
養
蜂
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

原
生
的
広
葉
樹
林
は
、
雇
用
の
場
、
木

材
提
供
の
場
を
越
え
て
国
民
の
為
に
保

存
保
護
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
思
考
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
乍
、
現
在
で
は
、

林
業
家
と
養
蜂
家
は
各
々
独
自
の
立
場

を
と
っ
て
お
り
、
林
業
家
は
、
国
産
材

読
者
の
投
稿真庭養蜂組合

幹事　藤本秀雄 氏

楽しみにしていた蜂蜜を採取
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の
植
育
を
求
め
、
養
蜂
家
は
、
蜜
源
と

な
る
広
葉
樹
の
植
育
を
求
め
て
お
り
ま

す
。
小
職
は
、
互
い
に
繁
栄
す
る
方
法

を
見
つ
け
出
し
お
互
い
の
立
場
を
理
解

す
る
た
め
の
協
議
の
場
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
林
業

家
と
養
蜂
家
が
共
存
共
栄
で
き
る
場
こ

そ
が
、
あ
え
て
は
日
本
の
林
業
の
発
展

に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
の
中
で
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
、
養
蜂
を
始
め
て
み
て
下
さ

い
。
今
ま
で
気
に
留
め
て
い
な
か
っ
た

広
葉
樹
林
が
と
て
も
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
共
に
、
蜂
蜜
で
元
気

に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
生
活
が
送
れ
る

は
ず
で
す
か
ら
。（

真
庭
市
在
住　

養
蜂
家
）

　

岡
山
県
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
技
術
向
上
や
県
民
の
皆
さ
ん
の
森
づ

く
り
体
験
活
動
を
支
援
す
る
た
め
「
フ
ォ

レ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

既
に
地
域
で
森
づ
く
り
活
動
を
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
会
員
に
は
、
安
全
管
理
・

指
導
の
方
法
、
道
具
の
使
い
方
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
指
導
的
立
場
に
必
要

な
「
森
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

森
林
で
の
自
然
体
験
を
通
じ
て
、
森

の
恵
み
を
楽
し
み
、
森
林
に
関
す
る
知

識
を
身
に
つ
け
た
い
方
に
は
「
森
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

里
山
整
備
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
竹

林
整
備
、
資

源
活
用
（
竹

炭
な
ど
）、

新
酒
の
完
成

を
知
ら
せ

る「
ス
ギ
玉
」

づ
く
り
を
実

施
予
定
で
す
。

　

今
年
度
は
各
２
回
の
開
催
予
定
で
す
。

申
込
・
詳
し
い
内
容
は
、
担
当
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
林
政
課
普
及
指
導
班

☎
０
８
６
（
２
２
６
）
７
４
５
１
）

　

県
立
森
林
公
園
に
お
い
て
、
毎
年
恒

フ
ォ
レ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
の
開
催

岡
山
県
立
森
林
公
園

夏
の
自
然
観
察
会 

参
加
者
募
集
！

例
の
自
然
観
察
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
講
師
の
案
内
に
よ
り
、
多

く
の
野
鳥
や
多
様
な
植
物
を
観
察
し
な

が
ら
散
策
し
ま
す
。記

【
日　

時
】
７
月
28
日
㈰

　
　
　
　
　
10
時
30
分
～
14
時
30
分

【
申
込
み
】
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
交
通
手
段
【（
臨
時
バ
ス
利

用
者
は
乗
車
地
の
別
（
岡
山
・
倉
敷
・

津
山
）】、
参
加
人
数
（
大
人
、
子
供
別
）、

希
望
コ
ー
ス(

｢

ぶ
な
の
平｣

、｢

展
望
台
・

も
み
じ
滝｣

、｢

千
軒
平｣

)

を
明
記
の
上
、

７
月
24
日
㈬
ま
で
に
左
記
申
込
先
に
郵

送
。

【
そ
の
他
】
定
員
（
１
５
０
人
）
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。
雨
天
開
催
。
昼
食
持

参
（
弁
当
の
予
約
販
売
有
り
。
必
要
な

方
は
申
込
み
ハ
ガ
キ
に
明
記
）。
臨
時
バ

ス
は
有
料
。
臨
時
バ
ス
乗
車
場
所
、
コ
ー

ス
詳
細
は
左
記
連
絡
先
ま
で
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

岡
山
県
立
森
林
公
園

　
　
　
　
　
　

管
理
セ
ン
タ
ー

〒
７
０
８
―
０
６
０
１

苫
田
郡
鏡
野
町
上
齋
原
３
３
２
―
８

☎
０
８
６
８
（
５
２
）
０
９
２
８

★ 

お
知
ら
せ 

★
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体
温
調
節
機
能
な
ど
の
働
き
に
障
害
が

起
こ
る
病
気
で
、
め
ま
い
・
頭
痛
・
吐

き
気
・
嘔
吐
・
虚
脱
感
等
が
み
ら
れ
、

意
識
障
害
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
、
全
国
で
は
造
林
作
業
中
の
熱

中
症
に
よ
る
死
亡
事
故
が
２
件
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

対
策
に
は
、
自
覚
症
状
に
か
か
わ
ら

ず
、
水
分
・
塩
分
を
定
期
的
に
摂
取
す
る
、

日
中
の
炎
天
下
で
の
作
業
で
は
、
直
射

日
光
を
避
け
、
こ
ま
め
な
休
息
を
と
る

な
ど
が
必
要
で
す
。

・ 

計
画
的
に
熱
へ
の
順
化
期
間
を
設
け

ま
し
ょ
う
。

・ 
連
続
作
業
時
間
の
短
縮
、
作
業
の
変

更
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
一
人
作
業
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

防
ご
う
労
働
災
害

「
怖
い
の
は 

慣
れ
た
作
業
と 

そ
の
油
断
」

　

７
月
は
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働

災
害
防
止
協
会
の
定
め
る
「
林
材
業
労

働
災
害
防
止
月
間
」
で
す
。
労
働
災
害

の
防
止
、
労
働
者
の
健
康
の
確
保
及
び

快
適
な
職
場
の
形
成
促
進
を
図
り
、
林

材
業
の
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
を
期
す

た
め
、
積
極
的
な
安
全
衛
生
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
夏
期
に
お
け
る
安
全
対
策
と

し
て
「
熱
中
症
予
防
対
策
」
と
「
蜂
対
策
」

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
一　
熱
中
症
予
防
対
策

　

熱
中
症
は
、
高
温
や
多
湿
の
元
で
、

・ 

通
気
性
の
よ
い
服
装
、
保
冷
剤
等
熱

中
症
予
防
用
品
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
管
理
監
督
者
は
、
作
業
開
始

前
に
作
業
者
の
体
調
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

作
業
中
も
一
人
一
人
の
健
康
状
態
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
二　
蜂
対
策

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
蜂
の
行
動
が
活

性
化
し
ま
す
。
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
は
７
～

８
月
、
ス
ズ
メ
バ
チ
は
７
～
10
月
が
要

注
意
で
す
。

　

露
出
部
分
を
少
な
く
し
、
蜂
の
攻
撃

を
受
け
や
す
い
黒
を
避
け
、
白
い
作
業

着
や
保
護
帽
を
着
用
す
る
、
匂
い
に
も

敏
感
な
た
め
、
整
髪
料
や
香
水
を
付
け

な
い
な
ど
の
対
策
を
し
、
蜂
の
多
い
場

所
で
は
、
防
蜂
網
、
蜂
専
用
殺
虫
ス
プ

レ
ー
、
毒
吸
引
器
を
携
行
す
る
と
便
利

で
す
。

　

蜂
刺
さ
れ
は
重
傷
に
な
る
と
「
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」（
急
性
の
全

身
性
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
、
平
成
23
年
９
月
か
ら

は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
自
己
注
射
薬
（
エ
ピ

ペ
ン
�
）
が
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（
林
政
課
普
及
指
導
班
）

 

( ) 

 

 

! 

 

    

 

 
熱中症の救急対応

口座振込は
こちらへ

ゆうちょ銀行  　 01270－0－5225
中国銀行岡山駅前支店　　1852041
トマト銀行岡山駅前支店　1027972

募金期間
春のみどりの月間　　　

　  　4月1日～ 5月31日
秋のみどりの月間　　　

　　10月1日～10月31日

緑の募金でふせごう地球温暖化

寄付金に対する税の優遇措置が適用されます。

公益社団法人 岡山県緑化推進協会
122）680（ XAF・LET　８－１町錦区北市山岡 －9511
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森林・林業関係イベント参加募集

技能講習会の開催（７～９月）
名称 会場 日程 申込・問合せ先

※詳細は申込先にお問い合わせください。

小型移動式クレーン運転

玉掛け（未経験者対象）

伐木（特別教育）

刈払機作業従事者

移動式クレーン運転士

はい作業主任者

7月 11，12 日・9月 12，13 日
7 月 4，5 日・8月 1，2日
9月 5，6日・7，8日
8月 29，30 日
9 月 2，3 日
9 月 12，13 日
9 月 17，18 日
9 月 18，19 日
9 月 24，25 日
9 月 25，26 日
7 月 10 日
7 月 31 日・9月 27 日

7 月 18 日・9月 9日

8月 21，22 日

（社）岡山県労働基準協会
TEL（086）225－3571

中国四国安全衛生技術センター
TEL（084）954－4661

岡山

岡山

和気
津山
新見
玉野
笠岡
津山
新見
岡山
津山

津山

実施月日 場　　　所 行事名称・内容 問合せ・申込先等
7.21（日）
9：00 ～ 12：30
7.27（土）
9：30 ～
7.27（土）
9：00 ～
7.28（日）
15：00
8.18（日）
9：30 ～ 12：30
8.24（土）
9：30 ～
9.28（土）
9：30 ～

欅の杜塾・第 159 回杜の市
（特産品の販売など）
森林整備の集い
（下刈り・不要木の除去）
環境学習キャンプ
（昆虫観察会ほか）

欅の杜塾・第 160 回杜の市
（特産品の販売など）
森林整備の集い
（下刈り）
竹林整備の集い
（クリ植栽地の下刈り）

欅の杜塾　塾長　田村駿逸
TEL（0866）62－8614
倉敷地域森づくりの会
TEL（0866）92－5600
NPO法人フォレストフォーピ－
プル岡山
TEL（0866）22－1000

欅の杜塾　塾長　田村駿逸
TEL（0866）62－8614
倉敷地域森づくりの会
TEL（0866）92－5600
倉敷地域森づくりの会
TEL（0866）92－5600

欅の杜
（井原市門田町）
高間キャンプ場
（総社市種井）
高梁美しい森
（高梁市松山）

欅の杜
（井原市門田町）
倉敷市酒津地内

真備美しい森
（倉敷市市場）

林業・木材製造業労働災害防止協会
岡山県支部
TEL（086）221－2160

陸上貨物運送事業労働災害防止協会
岡山県支部
TEL（086）234－1332
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林 産 物 市 況
木　材（6月 19 日） 乾しいたけ（６月７日）単位：千円／㎥

１４～１６
１８～２０
２２～２４
１８～２２
２４～２８
１８～２０
１４～１６
１８～２０
２２～２４
２６cm上
１４cm

１６～１８
２０～２２
２４～２８
３０cm上
１４cm
１６cm

１８～２０
２２cm上
１８～２４
２４～３０

9.5
10.5
10
10
10
15
20.5
18.5
17.5
17.5
16
19
17
17
15
18
32
33
20
8
10

5.5
5.5
7
8
8
6
16
16
14
14
10
15.5
15
16
12
8
25
25
13
5
5

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ
４ｍ

ス　ギ

ヒノキ

マ　ツ

米マツ

北洋アカマツ
ホワイトウッド

正角３m　10.5cm角

正角３m　12cm角

正角３m　10.5cm角
正角３m　12cm角
平角４m　10.5 ～ 12cm×15 ～ 18cm
正角３m・４m 10.5cm 角
平角３m・４m 10.5cm×15 ～ 21cm
タルキ４m　3.8cm角
間柱３m　2.7cm×10.5cm

特等
特等
特等
特等
特等
特等
一等
特等
特等
特等
特等

Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｋ
Ｋ

30,000 ～ 35,000
50,000 ～ 55,000
30,000 ～ 35,000
50,000 ～ 55,000
55,000 ～ 60,000
55,000 ～ 60,000
35,000 ～ 40,000
54,000
54,000 ～ 55,000
70,000 ～ 75,000
58,000

注文挽き

注文挽き

横這い

国内挽き

樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り 概　況

品柄 相場価　　格
平均 高値杉

桧

松

製　材（６月中旬）
樹　　　種 寸　　　　　　　　法 等級 区分 安値～高値 備　考

注：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。
＜概況＞全体的に安値が続いています。ヒノキ構造材、直材は強含み。

・出品数量　　9.7t
・価格高値　　5,890 円
・総 平 均　　2,340 円

香信大
香信中
香信小
小　間
香信山成
バレ大
バレ中
スライス
花どんこ
上どんこ
並どんこ
並並どんこ
小玉どんこ
山成どんこ
こ う こ

 3,260 
 2,570 
 1,510 
 1,100 
 1,830 
 2,010 
 1,900 
 2,460 
 －　
 2,490 
 1,800 
 1,600 
－　
 1,530 
 3,550 

 5,890 
 5,790 
 3,000 
－　
 3,870 
 3,770 
 3,290 
 3,510 
－　
 4,000 
 3,560 
 3,200 
－　
 2,590 
 5,660 

□
□
△
□
□
□
□
△
－
△
△
△
-
△
□

価格：円／㎏　（相場）強：◎ 保合：○ 弱保合：□
＜概況＞
温度上昇と降雨不足により、採取時期の成長
が進まず、香信の小葉系、どんこ系の小さめ
の出品が多かった。
全国的に乾しいたけの消費量が激減しており、
弱保合で推移している。

資料：岡山県森連椎茸共販所　市況通知
※次回入札会はH25.10.24

出荷材積
約 2,000 ㎥
 
杉 
中目材 横ばい
柱材 横ばい
小径木 弱気配
 
 
桧 
中目材 横ばい
柱材 横ばい
小径木 弱気配
 
 
　 記号 
　　△ 強気配
　　－ 横ばい
　　▼ 弱気配

〔　　切土土砂用　　〕

津山支店　/津山市高尾573-1
岡山事務所 /岡山市北区芳賀5325

TEL（0868）28-0256
TEL（086）294-1000
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森林
国営保険

FOREST
INSURANCE 加入できる森林は？　人の手が加わった森林

加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。
　岡山県では過去５年間で７千万円以上の保険金が支払
われました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 　保険期間…５年　　保険金額…最大299万円

　

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。
○ご相談は、最寄りの森林組合、県民局（森林整備課）・地域事務所（地域森林課）の窓口へどうぞ。

電話番号　086（226）7455（直通）岡山県農林水産部治山課

ご契約のモデルケース（1haあたり）

一括払いだと 21,225 円（５年間計） 一括払いだと 37,375 円（５年間計）

1ヶ月あたり
約 350 円

1ヶ月あたり
約 620 円
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この用紙は、日本の森林を育てる
ために間伐材を積極的に使用して
います。（間伐材10％＋古紙70％）
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林 

声

緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助
治山・林道の調査、測量、設計、積算
森林整備・森林公園の総合計画

一般社団法人　岡山県森林協会
岡山市中区高屋 225-1 TEL 086-271-3711
津山市二宮 1849-2　　TEL 0868-28-9360

一般社団法人　岡山県森林協会

コニファー水和剤

マッケンジー注入剤


